
日時：令和6年1月23日（火）　15:00～　

参加者：
大牟田市 副枝副市長
学識 九州工業大学：吉武委員
運行事業者 九州旅客鉄道：深松氏、西鉄バス大牟田：下川氏、大牟田タクシー協会：吉野氏、やまさ海運：伊達氏、西鉄グループバス労働組合：筬島氏
行政機関 九州運輸局：井料氏（web）、福岡国道事務所：渡邊氏、福岡県交通政策課：田辺氏、南筑後県土整備事務所：牛島氏、大牟田警察署：芝氏
市民・利用者 大牟田市内高等学校校長会：猿渡氏
商工会 大牟田商工会議所：山科氏
オブサーバー みやま市：吉開氏、南関町：永松氏、荒尾市；伊藤氏
大牟田市 国県道路・地域交通対策課：原田課長、中島主査、壇氏

１．【議案第１号】令和５年度事業地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価（１次評価）について：資料1
発言者 該当P 意見 返答・対応方針等

吉武委員 P4～6
業評価の様式の⑤目標・効果達成状況において、全路線の記載が同
じになっている。路線にあった評価を行うこと。

各路線毎の特徴や前年度実績との比較など、その路線にあった評価
で修正を行い各委員へ送付する。

下川委員 P4～6
事業評価の様式の⑥事業の今後の改善点において、路線
によって状況が異なるため、路線ごとの改善点を記載した方がよ
い。

路線の状況や今後の改善点を、各路線毎に修正を行い各委員へ送付
する。

田邊委員 P14～19
路線バスの利用状況について、西鉄バスより説明があった中で、需
給調整を行うということであったが、そのことに対する大牟田市と
しての見解について説明をお願いする。

路線バスの乗降調査を行っているが、その中で利用がほとんどない
便が存在することから、それを見直す需給調整は必要であると考え
ており、西鉄バスと協議をしながら検討を行いたい。

副枝氏（議長） －

２．【報告事項１】玉川のりあいタクシー利用促進事業｢一緒に乗ってお得キャンペーン｣について：資料2
発言者 該当P 意見 返答・対応方針等

吉武委員 P2-3
指標1.3人/台という数字があるが、平均値と同様となっていること
から、現状維持ということで良いか。

地域で検討された指標であり、1.3人/台以上を目指していくと伺っ
ている。

３．【報告事項２】新大牟田駅の実証実験の利用状況・吉野線５７番系統の見直し：資料3
発言者 該当P 意見 返答・対応方針等

吉野委員 -
高齢者や障害者の方など移動が困難な方に対する取り組みは、公共
交通の分野や福祉の分野で一緒になって取り組んでいくのが理想だ
と思う。

高齢化が進む中、バス停まで歩いて行けない方などが増えてくると
思われる。そういった方に対する移動支援をどのようにしていくの
か、福祉部局と一緒になって検討を進めて行きたい。

吉武委員 -
乗り降りに補助が必要かどうかというところが福祉と公共交通の線
の引きどころかかなと思う。どっち側でやる方がユーザー側に便利
なのかという視点で考えると良いと思う。

-

下川委員 P1

マイカーに対する割引をする必要はあるのか。
公共交通の利用促進を行う反面、この取り組みを行うことは乗合タ
クシーや路線バスの利用を減少させるため、今後検討をされた方が
よいと思う。

今回の取り組みは、パーク＆ライドの一環として取り組んでいる。
今後も行うかについては検討したい。

４．【報告事項３】有明エリアMaaS実証実験について：資料４
発言者 該当P

伊達委員 -

第3回大牟田市地域公共交通活性化協議会　議事録

議案第1号については、吉武委員、下川委員からのご指摘を踏まえ修正を行った資料を後日各委員へ送付する。
その修正を踏まえ、承認いただくということでよろしいか。
全員：異議なし

意見

高速船という移動手段の周知に面的な取り組みとなるMaaSは有効だと考えている。ぜひ進めてもらいたい。
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